
(57)【要約】

【課題】腹腔鏡補助下大腸切除術における直腸癌の手術

に際して、骨盤内の臓器をできるだけ大きな接触面積に

より的確に把持・牽引することができ、手術部位の視野

展開を確保し得る内視鏡手術用レトラクタの提供。

【解決手段】基端と末端とを有する金属製の伸長外筒と

；先端には先端部が鉤状となった金属辨を備え、末端は

ハンドル部材に螺合される螺旋部を設けた前記伸長外筒

内に嵌入されるに十分な長さの金属棒からなる、左右対

称形を有する一対の牽引鉤と；前記牽引鉤を螺合する概

略中央部において屈折するハンドル部材とからなり、

前記伸長外筒と、該伸長外筒内に挿入された牽引鉤の両

者に付勢力を付与するために、前記ハンドル部材に螺合

された牽引鉤の末端金属棒部分にスプリングを外挿させ

たことを特徴とする内視鏡手術下にて手術空間を開放保

持するための内視鏡手術用レトラクタ。

【選択図】　　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 端 と 末 端 と を 有 す る 実 質 的 に 剛 直 な 金 属 製 の 伸 長 外 筒 と ；
先 端 に は 先 端 部 が 鉤 状 と な っ た 金 属 辨 を 備 え 、 末 端 は 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 さ れ る
螺 旋 部 を 設 け た 前 記 伸 長 外 筒 内 に 嵌 入 さ れ る に 十 分 な 長 さ を 有 す る 金 属 棒 か ら な る 、 左 右
対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 と ；
前 記 牽 引 鉤 を 螺 合 す る 概 略 中 央 部 に お い て ９ ０ ° に 屈 折 す る 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 と か ら
な り 、
前 記 伸 長 外 筒 の 基 端 に は 曲 柄 を 備 え 、 末 端 に は 、 前 記 伸 長 外 筒 内 に 挿 入 さ れ た 牽 引 鉤 の 回
動 を 固 定 す る 固 定 溝 が 設 け ら れ て お り
前 記 伸 長 外 筒 と 、 該 伸 長 外 筒 内 に 挿 入 さ れ た 牽 引 鉤 の 両 者 に 付 勢 力 を 付 与 す る た め に 、 前
記 ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 さ れ た 牽 引 鉤 の 末 端 金 属 棒 部 分 に ス プ リ ン グ を 外 挿 さ せ た 、
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 手 術 下 に お い て 手 術 空 間 を 開 放 保 持 す る た め の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト
ラ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 伸 長 外 筒 の 末 端 に 設 け ら れ た 固 定 溝 が 、 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 の 金 属 辨 を
、 重 ね て 閉 じ た 状 態 で 固 定 す る 固 定 溝 と 、 左 右 に 開 い た 状 態 で 固 定 す る 固 定 溝 の 両 者 か ら
な る も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 金 属 製 の 伸 長 外 筒 の 外 径 が 、 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る に 十 分 な も の で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 金 属 製 の 伸 長 外 筒 の 長 さ が 、 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 手 術
用 レ ト ラ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 牽 引 鉤 を 構 成 す る 金 属 棒 先 端 部 に 設 け た 金 属 辨 が 、 長 さ が １ ５ ～ ３ ０ ｍ ｍ 、 幅 が １ ０
～ １ ５ ｍ ｍ を 有 す る も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
金 属 が ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら な る も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 腹 腔 内 に お け る 手 術 、 特 に 内 視 鏡 下 に お け る 可 視 領 域 お よ び 術 部 開 放 領 域 を 確
保 す る た め に 使 用 す る レ ト ラ ク タ （ Ｒ ｅ ｔ ｒ ａ ｃ ｔ ｏ ｒ ） に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
腹 腔 内 に お け る 内 視 鏡 手 術 （ Ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｉ ｃ 　 ｏ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 等 に 使 用 す る
レ ト ラ ク タ は 、 腹 腔 内 に 挿 入 さ れ て 、 臓 器 組 織 を 把 持 ・ 牽 引 す る 用 具 で あ り 、 臓 器 を 把 持
・ 牽 引 す る こ と に よ り 手 術 野 を 展 開 さ せ て 、 手 術 を 容 易 な ら し め る た め に 使 用 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 大 腸 癌 の 手 術 に お い て は 、 腹 腔 鏡 補 助 下 大 腸 切 除 術 が 行 わ れ て お り 、 こ の 場 合 に
は 、 例 え ば ３ ～ ４ 本 の ト ロ カ ー ル （ Ｔ ｒ ｏ ｃ ａ ｒ ） を 使 用 す る 手 術 が 一 般 的 で あ り 、 そ の
う ち １ 本 に は カ ニ ュ ー レ 内 に 腹 腔 鏡 （ ビ デ オ ） が 挿 入 さ れ 、 残 り の ト ロ カ ー ル の カ ニ ュ ー
レ 内 に レ ト ラ ク タ が 挿 入 さ れ 、 術 部 の 視 野 展 開 、 腫 瘍 部 位 の 摘 出 等 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 、 こ の 手 術 に お い て 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 を 行 い 、 手 術 部 位 の 視 野 展 開 の た め に 使 用 さ れ
て い る レ ト ラ ク タ は 、 先 端 部 が 鉤 状 と な っ た 一 本 ま た は 扇 状 に 開 く ４ ～ ５ 本 の 金 属 辨 を 有
す る も の で あ り 、 鉤 状 と な っ た 金 属 辨 に よ り 臓 器 の 一 部 を 把 持 ・ 牽 引 し て い る （ 特 許 文 献
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１ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ ０ ０ ０ ４ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
と こ ろ が 、 手 術 野 の 展 開 を 確 保 す る の に 必 要 な 把 持 ・ 牽 引 効 果 を 得 る た め に は 、 臓 器 を で
き る だ け 広 い 接 触 面 積 で 把 持 ・ 牽 引 す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 腹 腔 内 へ の ア ク セ ス
の た め の ポ ー チ で あ る ト ロ カ ー ル の 外 経 が ５ ｍ ｍ あ る い は １ １ ｍ ｍ の も の が 主 流 で あ り 、
必 然 的 に 臓 器 を 把 持 ・ 牽 引 す る た め に 使 用 さ れ る レ ト ラ ク タ 先 端 部 の 金 属 辨 の 幅 は 最 大 で
も １ ０ ｍ ｍ 程 度 の も の で し か な く 、 し た が っ て 臓 器 と の 接 触 面 積 が 小 さ な も の や 金 属 の 厚
さ 制 限 の た め 、 十 分 な 強 度 、 把 持 力 を 持 た な い も の で あ り 、 臓 器 に 損 傷 を 与 え な い で 牽 引
等 を す る に は 手 伎 的 な 困 難 さ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 特 に 大 腸 癌 摘 出 手 術 の な か で も 結 腸 、 Ｓ 腸 等 の 直 腸 癌 の 摘 出 術 で は 、 手 術 部 位 が 骨
盤 内 に あ る た め 、 的 確 な 視 野 展 開 が 必 要 と さ れ て い る が 、 従 来 の レ ト ラ ク タ に よ る 骨 盤 内
の 臓 器 の 牽 引 が 困 難 な も の で あ る こ と よ り 、 多 く の 施 設 で は 腹 腔 鏡 補 助 下 大 腸 切 除 術 の 適
用 に は 、 そ の 使 用 を 敬 遠 し て い る の が 現 状 で あ る 。 そ の た め に は 、 腹 腔 内 へ の ア ク セ ス の
た め の ポ ー チ を 大 き く す る 、 あ る い は ト ロ カ ー ル の 使 用 を 多 く す る な ど の 手 段 を 講 じ れ ば
よ い が 、 低 侵 襲 手 術 を 行 う に は ポ ー チ を 大 き く す る こ と は あ ま り 好 ま し い も の で は な い 。
ま た 、 手 術 後 に お い て 穿 刺 傷 口 を 縫 合 す る 必 要 が あ り 、 美 容 的 に も ト ロ カ ー ル の 使 用 を 多
く す る こ と は 、 種 々 の 問 題 を 残 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 腹 腔 内 に お け る 内 視 鏡 手 術 、 特 に 腹 腔 鏡 補 助 下 大 腸 切 除 術 に お け る 直 腸 癌 の
手 術 に 際 し て 、 ト ロ カ ー ル の 使 用 を で き る 限 り 少 な い も の と し 、 さ ら に 的 確 に 骨 盤 内 で の
臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 を 可 能 に す る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ の 開 発 の 要 望 が 高 い も の で あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は か か る 要 望 に 対 応 す る べ く 、 従 来 か ら 行 わ れ て い る ト ロ カ ー ル を 使 用 し た 腹 腔 鏡
補 助 下 大 腸 切 除 術 に お け る 直 腸 癌 の 手 術 に 際 し て 、 骨 盤 内 の 臓 器 を で き る だ け 大 き な 接 触
面 積 に よ り 的 確 に 把 持 ・ 牽 引 す る こ と が で き 、 手 術 部 位 の 視 野 展 開 を 確 保 し 得 る 、 内 視 鏡
手 術 用 レ ト ラ ク タ を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 そ の 具 体 的 態 様 に お い て 、 以 下 の 構 成 か ら な る
内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 基 端 と 末 端 と を 有 す る 実 質 的 に 剛 直 な 金 属 製 の 伸 長 外 筒 と ；
先 端 に は 先 端 部 が 鉤 状 と な っ た 金 属 辨 を 備 え 、 末 端 は 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 さ れ る
螺 旋 部 を 設 け た 前 記 伸 長 外 筒 内 に 嵌 入 さ れ る に 十 分 な 長 さ を 有 す る 金 属 棒 か ら な る 、 左 右
対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 と ；
前 記 牽 引 鉤 を 螺 合 す る 概 略 中 央 部 に お い て ９ ０ ° に 屈 折 す る 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 と か ら
な り 、
前 記 伸 長 外 筒 の 基 端 に は 曲 柄 を 備 え 、 末 端 に は 、 前 記 伸 長 外 筒 内 に 挿 入 さ れ た 牽 引 鉤 の 回
動 を 固 定 す る 固 定 溝 が 設 け ら れ て お り
前 記 伸 長 外 筒 と 、 該 伸 長 外 筒 内 に 挿 入 さ れ た 牽 引 鉤 の 両 者 に 付 勢 力 を 付 与 す る た め に 、 前
記 ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 さ れ た 牽 引 鉤 の 末 端 金 属 棒 部 分 に ス プ リ ン グ を 外 挿 さ せ た 、
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 手 術 下 に お い て 手 術 空 間 を 開 放 保 持 す る た め の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト
ラ ク タ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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す な わ ち 、 本 発 明 は 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い た 先 端 部 が 鉤 状 と な っ た 一 本 の 金 属 辨 を 有 す
る レ ト ラ ク タ に 代 え て 、 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 金 属 辨 を 使 用 す る こ と 、 そ の う え で 、
か か る 一 対 の 金 属 辨 を 左 右 に 水 平 に 開 く こ と に よ り 臓 器 と の 接 触 面 積 を 倍 に さ せ 、 的 確 に
骨 盤 内 の 臓 器 を 把 持 ・ 牽 引 し 得 る 用 に 構 成 し た こ と に 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し た が っ て 、 従 来 か ら 多 く の 施 設 で 、 骨 盤 内 に お け る 臓 器 の 牽 引 の 困 難 さ か ら 敬 遠 し て い
た 、 直 腸 癌 に 対 す る 腹 腔 鏡 補 助 下 大 腸 切 除 術 に お い て も 、 簡 便 に 使 用 し う る も の で あ り 、
手 術 野 の 展 開 を 確 実 に 確 保 で き る 利 点 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 が 提 供 す る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に お い て は 、 よ り 具 体 的 な 態 様 と し て の 請 求 項
２ に か か る 発 明 は 、 前 記 伸 長 外 筒 の 末 端 に 設 け ら れ た 固 定 溝 が 、 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対
の 牽 引 鉤 の 金 属 辨 を 、 重 ね て 閉 じ た 状 態 で 固 定 す る 固 定 溝 と 、 左 右 に 開 い た 状 態 で 固 定 す
る 固 定 溝 の 両 者 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
す な わ ち 、 具 体 的 に は 、 腹 腔 内 へ の ア ク セ ス の た め の ポ ー ト サ イ ズ を 大 き く す る こ と 無 く
、 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 の 金 属 辨 を 使 用 し 、 そ の 挿 入 に 際 し て は 金 属 辨 を 重 ね
合 わ せ て 固 定 し 、 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 の 際 に は 、 金 属 辨 を 左 右 に 開 い て 固 定 さ せ る こ と に よ
り 、 臓 器 と の 接 触 面 積 を 倍 に さ せ 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る ト ロ カ ー ル に 的 確 に 適 用 し 得
る よ う 構 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の よ う に 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ は 、 レ ト ラ ク
タ の 末 端 に お い て 金 属 辨 が 、 蝶 の 羽 根 の 動 き に 類 す る 閉 開 動 作 、 す な わ ち Ｅ ｎ ｄ ｏ － Ｂ ｕ
ｔ ｔ ｅ ｒ ｆ ｌ ｙ 様 の 動 き を み せ る 点 に 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 発 明 は 、 前 記 金 属 製 の 伸 長 外 筒 の 外 径 が 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い
る ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る に 十 分 な も の で あ る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ で あ る 。 具 体 的 に
は 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る ト ロ カ ー ル で あ る ５ ｍ ｍ ま た は １ ２ ｍ ｍ 、 特 に １ ２ ｍ ｍ の ト
ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ る に 十 分 な 外 径 を 有 す る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 金 属 製 の 伸 長 外 筒 の 長 さ が ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ で
あ る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ で あ る 。 す な わ ち 、 腹 腔 内 に お け る 内 視 鏡 手 術 、 特 に 腹 腔 鏡
補 助 下 大 腸 切 除 術 に お け る 直 腸 癌 の 手 術 に 際 し て 、 骨 盤 内 の 臓 器 へ の 到 達 と 、 外 部 か ら 的
確 に そ の 牽 引 が で き 得 る 長 さ を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 牽 引 鉤 を 構 成 す る 金 属 棒 先 端 部 に 設 け た 金 属
辨 が 、 長 さ が １ ５ ～ ３ ０ ｍ ｍ を 有 し 、 幅 が １ ０ ～ １ ４ ｍ ｍ を 有 す る も の で あ る 内 視 鏡 手 術
用 レ ト ラ ク タ で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の レ ト ラ ク タ は 、 金 属 棒 先 端 部 に 設 け た 金 属 辨 に
よ り 骨 盤 内 の 臓 器 を 把 持 ・ 牽 引 す る こ と に な る が 、 そ の た め に は 金 属 辨 先 端 部 が 鉤 状 に 屈
曲 さ れ 、 臓 器 を 把 持 す る の に 十 分 な 長 さ と し て １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 を 有 し て い れ ば よ い 。
１ ０ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 に 不 十 分 な も の で あ り 、 ま た ３ ０ ｍ ｍ を 超 え る
長 さ ま で は 必 要 と さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
一 方 そ の 幅 は 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る ト ロ カ ー ル を 介 し て 挿 入 さ れ る こ と よ り 、 そ の 幅
は １ ０ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し い が 、 最 近 の 腹 腔 内 へ の ア ク セ ス の た め の ポ ー ト と し て １ ５ ｍ ｍ
の も の も 登 場 し て い る こ と よ り 、 か か る ト ロ カ ー ル に 適 用 し 得 る 幅 を 有 す る も の で あ れ ば
よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 に よ り 提 供 さ れ る 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に あ っ て は 、 よ り 具 体 的 な 構 成 と
し て の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 の 金 属 製 の 伸 長 外 筒 、 先 端 部 が 鉤 状 と な っ た 金 属 辨
、 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 な ら び に 金 属 棒 の そ れ ぞ れ の 金 属 が 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら な
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 上 記 し た と お り レ ト ラ ク タ の 先 端 部 に 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 金 属 辨 を 設 け
、 該 一 対 の 金 属 辨 を 左 右 に 開 く こ と 、 す な わ ち 、 Ｅ ｎ ｄ ｏ － Ｂ ｕ ｔ ｔ ｅ ｒ ｆ ｌ ｙ 様 の 動 き
を み せ 、 そ の 結 果 、 一 対 の 金 属 辨 に よ り 新 た な 倍 の 面 積 を 有 す る 金 属 辨 を 先 端 部 に 形 成 さ
せ る こ と に よ り 、 臓 器 と の 接 触 面 積 を 大 き く し 、 的 確 に 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 を 確 保 す る こ と
が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 下 に 、 本 発 明 が 提 供 す る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 に し な が ら
そ の 詳 細 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 構 成 を 有 す る 限 り 、 本 発 明 が 提 供 す る 内 視 鏡 手 術 用 レ
ト ラ ク タ は 種 々 の 変 形 も 可 能 で あ り 、 か か る 変 形 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 包 含 さ れ る も の
で あ る 点 に 注 意 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ に は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 基 づ く 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ を 構 成 す る 、 基 端 と 末 端 と
を 有 す る 実 質 的 に 剛 直 な 金 属 製 の 伸 長 外 筒 （ 外 筒 の 一 部 を 省 略 ） の 正 面 図 を 示 し 、 図 ２ に
は 、 図 １ に 示 し た 伸 長 外 筒 内 に 嵌 入 さ れ る 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 （ 金 属 棒 の 一
部 を 省 略 ） の 正 面 図 を 示 し 、 図 ３ に は 、 図 ２ に 示 し た 一 対 の 牽 引 鉤 を そ れ ぞ れ 螺 合 す る 概
略 中 央 部 に お い て ９ ０ ° に 屈 折 す る 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 の 正 面 図 を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 が 提 供 す る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ の 構 成 は 、 基 本 的 に は 、 図 １ に 示 し た 伸 長 外 筒
と 、 図 ２ に 示 し た 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 と 、 図 ３ に 示 し た ハ ン ド ル 部 材 か ら な
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ 中 、 １ は 基 端 ２ と 末 端 ３ と を 有 す る 実 質 的 に 剛 直 な 金 属 製 の 細 管 ４ か ら な る 伸 長 外 筒
で あ り 、 基 端 ２ に は 、 曲 柄 ５ を 備 え 、 末 端 ３ に は 伸 長 外 筒 １ 内 に 挿 入 さ れ る 牽 引 鉤 の 回 動
を 固 定 す る 固 定 溝 ６ 、 ６ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 当 該 伸 長 外 筒 は 、 そ の 外 経 が ト ロ カ ー
ル を 通 し て 腹 腔 内 に 挿 入 さ れ る に 十 分 な 外 径 を 有 し て お り 、 そ の 長 さ は 、 腹 腔 内 に お け る
内 視 鏡 手 術 、 特 に 腹 腔 鏡 補 助 下 大 腸 切 除 術 に お け る 直 腸 癌 の 手 術 に 際 し て 、 骨 盤 内 の 臓 器
へ の 到 達 と 、 外 部 か ら 的 確 に そ の 牽 引 が で き 得 る 長 さ と し て 、 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
一 方 、 図 ２ 中 、 １ ０ は 上 記 の 伸 長 外 筒 １ 内 に 嵌 入 さ れ る 左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 金 属 鉤
で あ り 、 該 金 属 鉤 １ ０ は 、 伸 長 外 筒 １ な い に 嵌 入 さ れ る に 十 分 な 長 さ を 有 す る 金 属 棒 １ ５
、 １ ５ か ら な り 、 そ の 先 端 １ １ 、 １ １ に は 、 先 端 部 が 鉤 状 と な っ た 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ を 備
え 、 末 端 １ ３ 、 １ ３ に は 、 図 ３ に 示 し た 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 さ れ る 螺 旋 部 １ ４ 、
１ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ は 、 そ の 長 さ ａ が １ ５ ～ ３ ０ ｍ ｍ を 有 し 、 幅 ｂ は ト ロ カ ー ル を 通 し て 腹
腔 内 に 挿 入 さ れ る に 十 分 な 幅 と し て １ ０ ～ １ ５ ｍ ｍ 程 度 を 有 す る も の で あ る 。 ま た 、 金 属
辨 １ ２ は 略 １ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 の 厚 み を 有 す る 金 属 板 か ら 構 成 さ れ 、 金 属 棒 １ ５ に 強 固 に 一 体
化 さ れ て い る 。 こ の 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ の 先 端 部 １ ６ 、 １ ６ は 腹 腔 内 の 臓 器 を 確 実 に 把 持 ・
牽 引 し 得 る 形 状 と し て 鉤 状 に 曲 げ ら れ て い る 。 な お 、 金 属 棒 １ ５ の 長 さ は 、 図 １ に 示 し た
伸 長 外 筒 内 に 嵌 入 さ れ た 場 合 に 先 端 部 に 設 け た 金 属 辨 １ ２ を 伸 長 外 筒 １ の 外 部 で 固 定 す る
と と も に 、 伸 長 外 筒 １ の 基 端 部 側 外 部 で 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 し 、 か つ 、 前 記 伸 長
外 筒 １ と 、 該 伸 長 外 筒 内 に 嵌 入 さ れ た 牽 引 鉤 １ ０ の 両 者 に 付 勢 力 を 付 与 す る た め に 、 前 記
ハ ン ド ル 部 材 に 螺 合 さ れ た 牽 引 鉤 の 末 端 金 属 棒 部 分 に ス プ リ ン グ を 外 挿 さ せ る の に 十 分 な
長 さ を 有 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 図 ３ 中 、 ２ ０ は 図 ２ に 示 し た 前 記 牽 引 鉤 １ ０ ， １ ０ を 螺 合 す る 概 略 中 央 部 に お い て
９ ０ ° に 屈 折 す る 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 で あ る 。 ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ 、 ２ ０ の 末 端 部 ２ １ 、
２ １ に は 、 図 ２ に 示 し た 牽 引 鉤 １ ０ ， １ ０ を 螺 旋 受 け す る 部 分 が 構 成 さ れ 、 そ の 概 略 中 央
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部 に お い て 、 例 え ば ピ ン ２ ２ 、 ２ ２ を 介 し て ９ ０ ° に 屈 折 さ れ 、 屈 折 さ れ た 部 分 が 、 ハ ン
ド ル 部 を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ４ に 、 以 上 の 図 １ か ら 図 ３ に 説 明 し た 伸 長 外 筒 １ 、 牽 引 鉤 １ ０ お よ び 金 属 製 の ハ ン ド ル
部 材 ２ ０ に よ り 組 み 立 て ら れ た 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ の 正 面 図 を 示 し た 。 な お
、 図 中 に お い て は 伸 長 外 筒 の 一 部 を 省 略 し て あ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ １ ０ ０ は 、 伸 長 外 筒 １ の 内 部 に 左 右 対 称 形 を
有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 １ ０ が 嵌 入 さ れ 、 牽 引 鉤 １ ０ と 金 属 棒 の 末 端 で 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材
２ ０ が 螺 合 さ れ 、 か つ 、 前 記 伸 長 外 筒 １ と 、 該 伸 長 外 筒 内 に 挿 入 さ れ た 牽 引 鉤 １ ０ の 両 者
に 付 勢 力 を 付 与 す る た め に 、 前 記 ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ に 螺 合 さ れ た 牽 引 鉤 １ ０ の 末 端 金 属 棒
部 分 に ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ ０ が 外 挿 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ に 示 し た 状 態 は 、 ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ は 、 そ の 概 略 中 央 部 に お い て ９ ０ ° に 屈 曲 さ れ て
ハ ン ド ル 部 を 構 成 し て お り 、 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ は 左 右 に 開 い た 状 態 で 伸 長 外 筒 末 端 に 設 け
ら れ た 固 定 溝 ６ 、 ６ に 固 定 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。
す な わ ち 、 本 発 明 が 提 供 す る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ は 、 か か る 図 ４ に 示 し た 金 属 辨 １ ２
、 １ ２ を 左 右 に 開 い た 状 態 固 定 し 、 伸 長 外 筒 の 基 端 に 設 け た 曲 柄 を 握 る こ と に よ り 自 由 に
腹 腔 内 部 を 、 ト ロ カ ー ル を 介 し て 移 動 さ せ 、 手 術 部 位 の 臓 器 、 例 え ば 、 直 腸 、 Ｓ 腸 等 の 直
腸 を 、 金 属 辨 １ ２ の 先 端 部 で 曲 げ ら れ た 鉤 状 形 状 に よ り 、 把 持 ・ 牽 引 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
し た が っ て 、 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 に 際 し て は 、 図 ２ に 示 し た 金 属 辨 の 幅 ｂ に 対 し て ２ 倍 の 長
さ で あ る ｌ を 確 保 す る も の で あ り 、 必 然 的 に 臓 器 と の 接 触 面 積 が 大 き な も の と な り 、 従 来
の レ ト ラ ク タ に 比 較 し て 、 確 実 に 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 を す る こ と が で き る 。
な お 、 腹 腔 部 に 設 け た ト ロ カ ー ル は 、 腹 部 の 組 織 を 介 し て あ る 程 度 四 方 に 自 由 な 動 き を 確
保 し 得 る も の で あ る か ら 、 一 箇 所 の ト ロ カ ー ル に よ り 所 望 の 視 野 展 開 の 確 保 が で き る の で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ １ ０ ０ を 、 ト ロ カ ー ル を 通 し て 腹 腔 内 に 挿 入 す
る た め の 状 態 の 図 を 示 し た 。 な お 、 図 中 に お い て は 伸 長 外 筒 の 一 部 を 省 略 し て あ る 。
こ の 場 合 に あ っ て も 、 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ １ ０ ０ は 、 伸 長 外 筒 １ の 内 部 に 左
右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 １ ０ が 嵌 入 さ れ て お り 、 ま た 、 牽 引 鉤 １ ０ と 金 属 棒 の 末 端
で 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ が 螺 合 さ れ 、 か つ 、 前 記 伸 長 外 筒 １ と 、 該 伸 長 外 筒 内 に 挿 入
さ れ た 牽 引 鉤 １ ０ の 両 者 に 付 勢 力 を 付 与 す る た め に 、 前 記 ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ に 螺 合 さ れ た
牽 引 鉤 １ ０ の 末 端 金 属 棒 部 分 に ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ ０ が 外 挿 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ト ロ カ ー ル を 介 し て 腹 腔 内 の 挿 入 さ れ る 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ は 、 当 該 ト ロ カ
ー ル 内 部 を 挿 入 し 得 る 状 態 と し て 、 図 ５ に 示 し た 状 態 の も の で あ り 、 し た が っ て 、 か か る
状 態 で は 金 属 辨 １ ２ は 、 伸 長 外 筒 １ の 外 径 以 上 に 外 部 に 出 て い る 部 分 が 無 い た め 、 ト ロ カ
ー ル 内 部 を 介 し て 腹 腔 内 へ 挿 入 す る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の よ う に し て 構 成 さ れ る 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に お い て 、 金 属 辨 １ ２ 、 １
２ に つ い て 、 そ の 閉 じ 状 態 か ら 左 右 へ の 開 き 状 態 へ の 変 化 は 、 以 下 の よ う に し て 行 わ れ る
。 金 属 性 の ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ を ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ ０ を 介 し て 押 し 込 む こ と に よ り 、 金 属
辨 が 伸 長 外 筒 の 末 端 に 設 け ら れ た 固 定 溝 か ら は ず れ 、 自 由 な 動 き を み せ 、 金 属 辨 １ ２ 、 １
２ が 左 右 に 開 い た 後 に は 、 そ の 状 態 で ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ ０ の 付 勢 力 に よ り 固 定 溝 ６ 、 ６
に 固 定 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
か か る 、 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ が 重 ね ら れ た 状 態 で の 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に お け
る 、 図 ５ 中 矢 印 Ｂ 方 向 か ら 見 た 拡 大 状 態 図 を 図 ６ （ ｂ ） に 、 ま た 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ が 左 右
に 開 い た 状 態 で の 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に お け る 、 図 ４ 中 矢 印 Ａ 方 向 か ら 見 た
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拡 大 状 態 図 を 図 ６ （ ａ ） に 示 し た 。 な お 、 図 中 の 符 号 は こ れ ま で の も の と 同 一 で あ る 。
し た が っ て 、 伸 長 外 筒 １ の 末 端 ３ に お い て 設 け ら れ て い る 複 数 の 固 定 溝 ６ 、 ６ ・ ・ ・ は 、
金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ が 重 ね ら れ た 状 態 で の 固 定 溝 と 、 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ が 左 右 に 開 い た 状 態
で の 固 定 溝 を 確 保 す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 の よ う に し て 構 成 さ れ る 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ は 、 そ の 使 用 後 に あ っ て 腹
腔 内 部 か ら ト ロ カ ー ル を 介 し て 取 り 出 さ れ る 段 階 で は 、 ト ロ カ ー ル を 介 し て 挿 入 し た 時 と
同 様 に 金 属 辨 １ ２ 、 １ ２ が 重 ね ら れ て 固 定 溝 に 固 定 さ れ 、 取 り 出 さ れ る こ と と な る 。
取 り 出 さ れ た 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ は 、 図 １ に 示 し た 伸 長 外 筒 １ 、 図 ２ に 示 し
た 牽 引 鉤 １ ０ 、 図 ３ に 示 し た 金 属 性 の ハ ン ド ル 部 材 ２ ０ 、 さ ら に は ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ ０
に 分 解 さ れ 、 洗 浄 、 消 毒 さ れ た 後 、 乾 燥 後 、 再 度 の 別 の 手 術 に 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 で 提 供 さ れ る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ を 実 際 に 使 用 し 、 直 腸 癌 の 摘 出 手 術 を 行 っ た
と こ ろ 、 こ れ ま で の レ ト ラ ク タ で は 骨 盤 内 の 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 す る こ と が 困 難 で あ っ た も
の が 、 容 易 に 把 持 ・ 牽 引 す る こ と が で き 、 手 術 部 の 視 野 展 開 確 保 す る こ と が で き 、 そ の 結
果 、 手 術 時 間 の 大 幅 な 短 縮 が 認 め ら れ 、 患 者 に 対 す る 肉 体 的 負 担 の 軽 減 は 多 大 な も の で あ
っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 記 載 し た よ う に 、 本 発 明 は 非 常 に 簡 単 な 部 材 の み か ら な る も の で あ り な が ら 、 こ れ ま
で の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ と 比 較 し て 、 臓 器 と の 接 触 面 を 大 き な も の と す る 点 で 、 確 実
に 臓 器 の 把 持 ・ 牽 引 を 確 保 で き る 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 既 に 記 載 し た よ う な 種 々 の 利 点 を 有 し 、 特 に 、 大 腸 癌 摘 出 手 術 の な か で も 結 腸 、 Ｓ
腸 等 の 直 腸 癌 の 摘 出 術 で は 、 手 術 部 位 が 骨 盤 内 に あ る た め 、 的 確 な 視 野 展 開 が 必 要 と さ れ
て い る 一 方 、 従 来 の レ ト ラ ク タ に よ る 骨 盤 内 の 臓 器 の 牽 引 が 困 難 な も の で あ る こ と よ り 、
多 く の 施 設 で は 腹 腔 鏡 補 助 下 大 腸 切 除 術 の 適 用 を 敬 遠 し て い る の が 現 状 下 で は 、 低 侵 襲 の
手 術 を 可 能 に す る も の で あ り 、 看 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 し 、 そ の 医 療 技 術 上 に 多 大 の 貢 献
を 与 え る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ を 構 成 す る 、 伸 長 外 筒 （ 外 筒 の 一 部 を 省
略 ） の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に 係 る 、 図 １ に 示 し た 伸 長 外 筒 内 に 嵌 入 さ れ る
左 右 対 称 形 を 有 す る 一 対 の 牽 引 鉤 （ 金 属 棒 の 一 部 を 省 略 ） の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ 係 る 、 図 ２ に 示 し た 一 対 の 牽 引 鉤 を そ れ ぞ れ 螺
合 す る 概 略 中 央 部 に お い て ９ ０ ° に 屈 折 す る 金 属 製 の ハ ン ド ル 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に つ い て 、 手 術 時 の 使 用 に 係 る 金 属 辨 を 開 い た
状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ に つ い て 、 ト ロ カ ー ル 挿 入 時 、 ま た は 取 除 き 時
の 使 用 に 係 る 金 属 辨 を 重 ね た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 中 （ ａ ） は 図 ４ の 矢 印 Ａ 方 向 か ら の 正 面 図 を 、 （ ｂ ） は 図 ５ の 矢 印 Ｂ 方 向 か ら
の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 伸 長 外 筒
５ 　 　 　 曲 柄
６ 、 ６ 　 固 定 溝
１ ２ 　 　 金 属 辨
１ ４ 　 　 螺 旋 部
１ ５ 　 　 金 属 棒
１ ６ 　 　 先 端 部 （ 鉤 状 形 状 ）
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２ ０ 　 　 ハ ン ド ル 部 材
３ ０ 　 　 ス プ リ ン グ
１ ０ ０ 　 内 視 鏡 手 術 用 レ ト ラ ク タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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